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４． 主要面談者リスト面談記録  

民間企業との面談記録は、企業情報を含むため掲載を省略する。 

■日時：2009 年 11 月 27 日 10:10-11:20 

■視察場所：マルンダ(Murunda)港建設候補サイト 

■視察者及び同行者：工藤直樹(港湾計画)  

■主な目的：サイト及び背後地の現況確認 

 マルンダ地区海岸直背後の Jayapura 通りは、両側に Container Park(地図上表記。空コンデポと見受

けられた)と工場が集積しており、空き地は無い。 

 同地区東端・Tiram 側沿は、公共バースと思われる施設が在り、オイル、埋立材、砂を陸揚げして

いた。 

 海岸に面する GPI Group の Container Park は、入場管理が大まかで、砂浜にアプローチできる。一

般住民が集っており、出店も在る。 

 砂浜には流されたゴミが集積していた。また、海岸線には、Container Park や工場等の施設が連な

り、空き地は確認できなかった。 

 Jayapura 通りの南側は、Marunda Export Processing Zone が在り、占有率は高いように見受けられ

た。Sungai Landak 通り南側は、物流センター・KAWASAN LOGISTIK MARUNDA が在る。 

 １:15,000 海図上では、海岸線より-15m 水深等高線まで、６km 程度である。 

マルンダ地区の海岸線    マルンダ地区 Jayapura 通り南側の Container Park・道路 

 

■日時：2009 年 11 月 27 日 14:50-15:40 

■視察場所：チラマヤ(Cilamaya)港建設候補サイト 

■視察者及び同行者：工藤直樹(港湾計画)  

■主な目的：サイト及び背後地の現況確認 

 

 Jatisari－チラマヤ中心街への道路(約 16km)は、幅５m のアスファルト道路で、道路両側は切れ目

なく商店が建ち並んでいる。バイク通行量が多く(１分間・片道通行量 25～30 台 13:30～13:40・

３回計測)、生活道路として機能している。拡張が出来ないため、新たなアクセス道路を作る必要

ある。 

 同上道路から、３m 幅・舗装道路、２m 幅・無舗装道路、１m 幅・人道と海岸線へ近づき、海岸か

３．主要面談記録 
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ら２km 程度前のところまで、アプローチが出来る。それより先は歩行困難。 

 背後地は、荒地で、荒廃している Fish Pond が点在している。 

 １:200,000 海図上では、海岸線より-15m 水深等高線まで、12km 程度である。 

チラマヤ地区の背後地(写真中央に海を臨む)       Jatisari－チラマヤ中心街への道路 

 

■日時：2009 年 11 月 30 日 08:30-10:10 

■面談場所：PELINDO II 打合せ室 

■ 面談相手：Mr. Arief Adhi Wibowo (Assistant Senior Manager/Business Planning Dept.) 

Ms. Dessy (Corporation Strategy) 

■面談者及び同行者：工藤直樹(港湾計画)、川田晋也(環境社会配慮)  

■主な議題：タンジュンプリオク港の現状と将来開発計画 

施設概要 

 Questionnaire の回答として、バース・レイアウト図、荷役機械一覧表、バース毎の貨物統計、荷役

効率(BOR、Waiting Time)入手。 

 防波堤内・東端は、Car Terminal が在る。2007 年の操業開始で、PELIND II がオペレートしている。 

 Conventional Berth の一部に、Passenger Terminal が在る。客船が、メダン、ポンティアナック、マ

ッカサル等への国内主要都市へ就航している。飛行機に需要を奪われ、旅客数は減少している。 

 JICT-２の南側に CDC(Cargo Distribution Center)が在り、CFS として機能している。鉄道にて、

Bandung の Dry Port (Gede Bage Station)へ繋がっている。JICT-２の Conventional Berth から鉄道

軌道は敷設されているが断線箇所もあり、機能していなく、港内 CY から CDC まではトラック運

搬している。現在、少量の貨物を運搬している。（フォワダー情報では、2005 年のチカンペック－

バンドン高速道路開通により、サービスを中断したとのことであった） 

 Waiting Time は、１時間程度で、防波堤外側で待機している。 

 

港湾管理組織 

 新海運法施行後の PELINDO II の新組織図入手。新しく設立される PA(Port Authority)は、中央政

府からのスタッフで構成され、PELINDO からの人的移行はない。 

 JICT は、ハチソンと PELINDO II が出資して設立した会社で同社がターミナルの運営管理を行って

いる。一方、KOJA は、ハチソンと PELINDO II の JOINT OPERATION という事業形態を採ってお
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り、その収益も出資比率に応じて分配される。Legal Status が異なる。 

 MTI（Multi Terminal Indonesia）は、PELINDO II が 100％出資している民間会社で、Conventional Berth

の相応部をオペレーションしている。 

 

新コンテナターミナルについての見解 

 PELINDO II としては、東アンチョールを積極的に推進している。ジャカルタ州政府とも連携し計

画を進めたい。以下、事前ヒアリング情報 

 １)埋立計画 F/S、アクセス道路調査等の準備を進めている。２)今後３～４年で建設工事を完了さ

せ、オペレーションを開始する意向。３)工事を実施するにあたっては DGST の承認を取る必要が

ある。４)資金の調達については、民間、円借款等の様々なオプションを検討している。円借款の

場合、実施機関は PELINDO II。PLN と同様、中央政府から転貸を受けることが可能か調べる。 

 ボジョネガラ港は、コンテナターミナルとして、バースが 200m 程度完成しているが、これ以降の

建設はしない。用途は報道のとおりである。（用地を国営石油プルタミナの保有港に変更する） 

 タンジュンプリオク港を Clean Port とする方針で、マルンダ地区東側に石炭ターミナルを計画して

いる。(石炭や鉄鉱石等の Bulk Cargo は、粉塵や排水等の問題で Dirty Cargo と呼ばれることがあ

る) 

 

チカラン Dry Port 

 新海運法の施行で、PELIND II は、港湾オペレーターに成ることもあり、積極的に物流事業を展開

する営業方針である。従って、チカラン Dry Port 事業にも参加する方向で検討している。 

 鉄道輸送については、ある程度のロットが確保できるのであれば、フィージブルと考える。 

 

（入手資料） 

 港内マップ＆港概要 

 統計(総取扱貨物量、コンテナ取扱量、旅客数) 

 荷役機械一覧表、荷役効率(BOR、Waiting Time) 

 東アンチョール段階開発計画図 

 PELINDO II 組織図(インドネシア語) 

 

■日時：2009 年 11 月 30 日 15:10-15:50 

■面談場所：DGST 局長室 

■面談相手：Mr. Suwandi Saputro (Director, Directorate of Port and Dredging,DGST) 

■面談者及び同行者：工藤直樹(港湾計画)、川田晋也(環境社会配慮)  

■主な議題：新コンテナターミナルについて 

 

新コンテナターミナルについての見解 

 局長が聞き及ぶ範囲では、新港候補地は、マルンダ(ジャカルタ市当局が計画)、東アンチョール地

区(PELINDO II が計画)、チラマヤ(西ジャワ州計画)、Tangerang 地区の Mauk 周辺(民間企業が計

画)がある。 

 東アンチョール地区は、PELINDO II が推進しているが、ジャカルタ市当局の用途計画では住居と
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なっており、調整が必要となる。 

 ボジョネガラ港は、100m のバースが完成しており、スララヤ発電所の揚炭バースを考えている。

(PELINDO II コメントと異なる。現地視察時に要確認) 

 Tangerang 地区 Mauk 周辺は、新たな情報であるが、局長は詳細についてはご存知なかった。(関係

機関からのヒアリングにて確認予定) 

 11 月２/３日に、PELINDO II と共同で、Indonesia Hub Port の協議を行った。(協議資料の貸与依

頼。MAERSK のハブポートに関する教科書的プレゼン資料で、候補地について言及したものでは

ない) 

 

港湾管理運営組織 

 PA(Port Authority)は、現在の PELINDO の管轄区分と同様に全国を４分割し、Head Office をジャ

カルタ、マッカサル、スラバヤ、メダンに置く。 

 

DRY Port についての見解 

 タンジュンプリオク港は、Gede Bage、スラバヤ港には、Rawalpindi が在る。 

 

鉄道輸送 

 既存軌道は道路を横断している。道路交通渋滞を防ぐためにアンダーパス或いはフライオーバーが

必要である。 

 

PPP の現況 

 JICA 調査レポートで言及しており、今のところ、これ以上提供できる情報はない。 

 報道のとおり、ボジョネガラ港は、PPP 適用を考えており、３回アナウンスをしたが、投資家は見

つかっていない。 

 

政令入手依頼 

 “Government Regulations about Ports No.61/October 20/2009 for the new shipping law No.17/2008”

は、現在英訳中であるので、完成したら渡す（事前調査団滞在中の入手を依頼） 

 

本格調査についてのコメント 

 本格調査の実施の背景、経緯、F/S への進め方を説明した。調査対象地域を Jakarta Metropolitan Area

でなく広域的に設定する旨、念を押された。(調査件名に Greater Jakarta Metropolitan Area と記し

ていることを再度、Courtesy Call 時に説明した方が良いかと思われる) 

 

（入手資料） Jakarta as Indonesia’s H ub Port 

 

 

- 90 -



 

■日時：2009 年 12 月１日 14:50-16:10 

■面談場所：環境省環境影響評価局 

■面談相手：Mr. Ary Sudijanto (Acting Director for EIA, State Ministry of Environment) 

■面談者及び同行者：川田晋也(環境社会配慮)  

■主な議題：EIA 制度の改変状況及び環境情報の収集 

 

質問状に従って協議を行った。協議内容は以下のとおり。 

 

1. We would like to confirm that it is not necessary to conduct EIA for the study on formulation of 

Master Plan according to the regulations related to EIA (AMDAL) in Indonesia. 

結論：本件のような「総合的国際港湾開発」については、SEA の実施を要求される可能性がある

ため、新法を読んで、本格調査での SEA 実施に言及するかどうか検討する必要がある。（SEA に係っ

ている専門コンサルタントがいるようなので、調査内容、調査期間、費用等の情報収集は可能） 

 

回答：確かにM/P 策定時点でEIAを実施する必要はない。しかし、2009年10月３日付の法律NO.32

で戦略的環境アセスメント（Strategic Environment Assessment: SEA / Kajian Lingkungan Hidup 

Straregis：KLHS）の実施が義務付けられた。対象事業は政府が行う事業で、現在全国的に策定が行

われている空間計画事業が主な対象事業になるが、ジャカルタの港湾開発のように、港の建設だけで

なく、道路整備や鉄道敷設等の複合的な開発事業の場合は、SEA の対象になると考えるべきである。

法律（Act）の 15 条から 18 条に規定がある。 

 また、SEA の調査は既に DANIDA 等、海外の支援を受けて数年前から試行しており、その報告書

もある。 

法律名： 

Undang-Undang Republik Indonesia Nomor 32 Tahun 2009 Tentang Perlindungan Dan Pengelolaan 

Lingkungan Hidup (108) 

SEA 報告書：  

（９） KLHS  Pilot Project Ciayumajakuning (Cirebon, Indramaya, Majalengka & Kuningan) （62） 

（１０） KLHS  Rencana Pembangunan Padang Bay City  Sumatera Barat (54) 

（１１） KLHS  Terobosan Dalam Pengelolaan Lingkungan Hidup (52) 

（１２） KLHS  Ikhtisar Pilot Projects (Ciayumajakuning-Gardang, Cekungan Bandung, Kartamantul, 

Bima) Final Report (33) 

（１３） Kajian Kritis Undang-Undang Terkait  Penataan Ruang & Sumber Daya Alam Final Report (69) 

（１４） Naskah Kebijakan KLHS  Mengarusutamakan Pembangunan Berkelanjutan (15) 

（１５） KLHS  Tanya Jawab (16) 

（１６） Buku Pegangan KLHS (19) 

(いずれも入手済みであるが、すべて「イ」語のため、内容把握は困難。カッコ内はページ数) 

 

2. We would like to confirm that there is no regulation which stipulates the system of IEE (Initial 

Environmental Examination) in Indonesia. 

回答：IEE の制度はない。1986－1993 の期間には、スクリーニングによって IEE を実施する制度が
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あったが、EIA 手続きの時間を節約するために廃止した。 

 

3. Could you show us an English version of Decree of State Minister for the Environment NO.11/2006 

on Types of Business and/or Activity Plans that are requested to be completed with the EIA? 

回答：EIA 対象事業を規定して環境大臣令の英語版はない。「イ」語版を提供する。運輸関係の事業

として、道路、鉄道、港湾が規模別に規定されている。 

大臣令：Peraturan Menteri Negara Lingkungan Hidup Nomor 11 Tahun 2006 Tentang Jenis Pencana Usaha 

Dan/Atau Kegiatan Yang Wajib Dilengkapi dengan AMDAL Hidup （入手済） 

 

4. We would like to confirm that Environmental Impact Management Agency (BAPEDAL) of DKI Jakarta 

is responsible for EIA of projects in DKI Jakarta. 

回答：通常の開発事業は DKI Jakarta の環境影響管理局が所管するが、Tanjung Priok のような国際港

になると別である。（次の回答参照） 

 

5. The de-centralization of EIA evaluation was conducted by the Decree of State Minister for the 

Environment “ Peraturan Menteri Negara Lingkungan Hidup, NO. ５ and NO. ６, 2008”.  

Could you show us the project list in the Decree and instruct which organization should manage EIA 

of port development project like expansion of Tanjung Priok or construction of a new international 

port in DKI Jakarta? 

Ministry of Environment  or 

BAPEDAL of DKI Jakarta ?   

結論：本件プロジェクトは環境省本省が所管する。 

回答：港湾開発事業については、以下のとおりである。 

概念 港湾の種類 EIA 所管 
International 環境省本省 
National 州環境管理局 

Strategic 
Development 

Local 県/市環境管理局 
Other  県/市環境管理局 

  

6. Could you introduce us a key person, telephone number, location of the office of BAPEDAL of DKI 

Jakarta? 

回答：BPLHD Provinsi DKI Jakarta 

Jl Casablanca Kav.１, Kuningan Jakarta  

Tel: 021-5256174, 5209651-53, 5203645 

Fax:021-5209643 

（人材情報は所持せず） 

 

7. Is BAPEDAL of Banten Provincial Government responsible for EIA if a new port is developed in 

Bojonegara?  or  BAPEDAL-DA of Kabupaten / Kota is responsible for it? 

回答：上述のとおり、国際港湾であれば、環境省本省が所管する。ボジョネガラ港の開発計画に係る

EIA 報告書が提出されているが、ここ２年間手続きが停止している。理由は、EIA の質が悪く、いろ
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いろな質問を発しても回答が得られない。例えば、「給水計画を提示せよ」、「道路整備をどうするの

か」等に明確な回答がない。EIA の実施者はインドネシア大学である。 

（事業が進捗しない理由は他にあると思われるが、これは環境省が見た事業の進捗状況である） 

 

8. Could you introduce us a key person, telephone number, location of the office of BAPEDAL of Banten 

Provincial Government? 

回答：Head：Mr. Karimil Fatah 

Staff: Mr. Dandang , 08129541132 

 

9. Could you show us the guidelines of EIA for development project of port, railway and road? 

回答：道路、空港、商業施設、火力発電に係るガイドラインを入手。 

（港湾関係は所持せず。） 

 

10. Could you show us any EIA reports (ANDAL) for port construction project? 

回答：道路の EIA のみ提示。（入手せず） 

 

11. Could you show us EIA reports for Development Project of Tanjung Priok and Bojonegara, because 

PERINDO II and other organization have been implementing the project after completion of feasibility 

study funded by JICA in 2003? 

回答：タンジュンプリオクの開発事業は EIA 制度が成立する以前に実施されたため、EIA は実施さ

れていない。（最近 EIA 報告書を受け取っていないという意） 

上述したようにボジョネガラ港の EIA は懸案のまま。 

 

12. Could you show us any Terms of Reference for EIA (KA-AMDAL) of port construction project? 

回答：スラバヤ港湾開発事業の TOR（2008 年承認）入手。 

（本編 190 頁、添付資料約 200 頁 計 390 頁の膨大なものであるが、EIA の本格調査までの手続き内

容がよくわかるため、デジカメにて撮影。帰国後印刷し JICA に提出予定） 

 

13. Could you show us Terms of Reference for EIA of Development Project of Tanjung Priok and 

Bojonegara? 

（ボジョネガラ港の TOR は環境省の倉庫をかき回したが発見できず入手不可。） 

 

14. Could you introduce the organizations like local consultants, universities and institutes, which can 

conduct appropriately EIA (AMDAL) for port development?  

回答：後日、メールにて送付する 
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■日時：2009 年 12 月２日 10:00-10:50 

■面談場所：Custom Service of Tanjung Priok Port 会議室 

■ 面談相手：Mr. Ambang(Head of Custom Office) 

Mr. Rachural (Head of External Compliance and Information service) 

Ms. Yosephine (Section Head of External Compliance) 

Mr. Arier (Section Head of External Compliance) 

■面談者及び同行者：工藤直樹(港湾計画)  

■主な議題：タンジュンプリオク港の関税システム 

関税システム及び手続 

 所要の関税手続の要領は、ホームページに詳しく載せている。www.beacukai.go.id  （同ホ

ームページにアクセスした。Home にアクセス出来たが、English Version は小職パソコンで

はプロテクトされており、アクセスできなかった） 

 EDI を導入し、手続きに係る時間が短縮化された。 

 

管轄範囲 

 タンジュンプリオク港及び周辺の Warehouse を管轄しており、Bandung の Dry Port は管轄外

である。従って、Dry Port の通関に関る機能、施設、役割は解らない。 

 

Inland Container Depot (ICD) 

 オフドックの機能を果たしている通称 ICD は、International Custom Term では、Temporary 

Custom Warehouse と称している。 

 港内 CY の補完施設で、同施設内のコンテナは、CY 内と同じ条件で保税状態である。 

 

チカラン Dry Port 

 同施設の計画は聞き及んでいるが、管轄外となるので、特にコメントする立場ではない。 

 

特に有用な情報は得られなかった。［アセアン物流事情調査・その３］(平成 21 年３月/日本イ

ンターナショナル・フレイト・フォワダーズ協会)を入手した。同報告書は、インドネシアの通

関制度の概要、手続フロー、所要時間、問題点について調査・言及しており、本件調査の参考と

なる。 

 

■日時：2009 年 12 月２日 14:00-16:00 

■面談場所：森林省森林保護自然保全総局生態系保全局 

■面談相手：Dr. Harry Santoso (生態系保全局長)、Mirawati Soedjono (081381545858) 

■面談者及び同行者：川田晋也(環境社会配慮)  

■主な議題：調査対象地域の保護区域について 

 局長に調査の目的を説明後、職員を紹介される 

 DKI Jakaruta 及び Banten 州内に位置する国立公園等、保全区域の位置図を入手（ハード及

びソフト） 
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■日時：2009 年 12 月３日 07:10-07:40 

■面談場所：Directorate of Planning, Directorate General of Highways, Ministry of Public Works 

■面談相手：Mr. Max Antameng (Deputy Director of Planning)  

■面談者及び同行者：工藤直樹(港湾計画)、川田晋也(環境社会配慮)  

■主な議題：ジャカルタ首都圏の道路事情 

道路現況・概要 

 JABODETABEK の道路ネットワーク図入手 

 

将来道路計画 

 将来計画として、Five-Year Development Plan を策定したが、大臣承認前なので、渡すこと

は出来ない。同計画の策定において、JICA 専門家(常岡氏)が協力していると思うので、同

氏から情報を得るとよい。(常岡専門家に連絡し、12 月 14 日に面談アポを取った) 

 

道路仕様 

 インドネシアの技術基準があるので、後日送信する。 

 

（入手資料） 

 JABODETABEK の道路ネットワーク図 

 

■日時：2009 年 12 月３日 15:20-16:30 

■面談場所：Provincial Government of Jakarta DKI 打合せ室 

■面談相手：Mr. Mara Oloan Siregar (Assistant of Economic and Administration)  

■面談者及び同行者：工藤直樹(港湾計画)、川田晋也(環境社会配慮)  

■主な議題：マルンダ港開発計画 

 

本件調査概要の説明 

 当局は、JICA 開発調査や ODA 事業についての経験がなく、また、便宜供与依頼レターが届

いていなかった。そのため、事前調査、本格調査の内容、手続き、進め方、スケジュール

等について説明した。 

 Mara 氏は、中央政府（MOT・DGST 等）のみで、計画を進められることを大変危惧してい

た。 

 

マルンダ港計画 

 マルンダ地区沖合い(海図にて位置を確認)を大規模埋立し、CY、バースを造成する計画で

ある。岸壁水深は-14m を計画している。現段階では、調査に係る資料は提供できない。 

 現在、Pre F/S を当局の計画設計担当部署が主管し、民間コンサルに委託し進めている。来

年（現段階では時期は不確定）中に終了し、継続調査を実施する。 

 背後地は、SEZ 開発を計画している。新法で SEZ の機能を規定している。（11 月 27 日の視

察で、背後地の Marunda Export Processing Zone を確認済み。EPZ に新たな機能を付加し

SEZ とする模様） 
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 Landlord Principal の改正等(新海運法)もあり、地方政府がコンテナターミナル・オペレーシ

ョン事業を出来るようになった。PELINDO の独占であったコンテナターミナル・オペレー

ションに積極的に事業展開する方針である。 

 地方政府のみの資金調達は困難であるため、民間資本を取り込んだ PPP スキームも視野に

入れている。具体的な計画はこれから検討する。 

 Mara 氏(ジャカルタ市政府当局)のマルンダ港計画を進めたい強い意向が窺えた。 

 

■日時：2009 年 12 月４日 (金) 10:00-11:30 

■面談場所：Banten 州環境管理局（BLHD：Badan Lingkungan Hidup Daerah Provinsi Banten） 

■面談相手：Ms. Ishana Windu Karhla (環境保全部) 10:00-10:30 

Ms. Indah Damayanti（環境汚染管理部）10:30-10:50 

Mr. Wawan Wahyudi (EIA 部) 10:50-11:30 

■面談者及び同行者：川田晋也(環境社会配慮)、通訳（Ms. Rianti, GDST の秘書） 

■主な議題：州 BLHD の行政権限と EIA の所管状況 

 

質問状に従って協議。結果は以下のとおり。 

1. Could you show us any EIA reports (ANDAL) for port construction project? 

2009 年に受理した EIA 報告書は７件ある。港湾開発の EIA 報告書（案）2009 年９月が提示できる。 

2. Could you show us EIA report, RKL and RPL for Development Project of Bojonegara, because the 

project was commenced after completion of feasibility study funded by JICA in 2003? 

ボジョネガラは国際港湾で我々の所管ではないので EIA 報告書はないが、上述の EIA に係る RKL 及

び RPL なら提示できる。 

 

3. Could you show us any Terms of Reference for EIA (KA-AMDAL) of port construction project? 

上述の港湾開発に関する TOR を提示する。 

 

4. Could you show us the detailed procedures for Land Acquisition and Resettlement for infrastructure 

development? 

詳細は不明。 

 

5. Is there any information of land acquisition problem for port development project in Indonesia? 

案件によっては問題が発生しているが詳細についてはコメントできない。 

 

6. Could you introduce the organizations like local consultants, universities and institutes, which can 

conduct appropriately EIA (AMDAL) for port development?  

所管部署としては推薦することはできない。州内の大学であれば EIA の実施は可能である。 

 

7. Could you show us Environmental Criteria of water pollution, air pollution, noise and vibration stipulated 

by Banten Provincial Government? 

現在、州独自の環境基準を検討しているが、それが完了するまでは、中央政府の基準と同一である。 
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8. Could you show us the information of flora, fauna and natural environment in Banten Province? 

動植物リスト及び CD を提供する。 

入手資料 

１． Indonesia Ferry, Analysis Dampak Lingkungan (ANDAL), Penbangunan Dermaga V & Breakwater, 

Pelabuhan Penyeberangan ASDP Merak, Draft, September 2009  (表紙及び目次) 

２． 同事業の TOR（KA-ANDAL）、Draft, Mei 2009/12/04 (表紙及び目次) 

３． 同事業の環境管理計画書（RKL）（表紙と目次） 

４． 同事業の環境モニタリング計画書（RPL）（表紙と目次） 

５． Flora Fauna Khas, Propinsi Banten, BAPEDALDA, Tahun 2001（冊子） 

６． Flora Dan Fauna Khas Provinsi Banten, BAPEDAL Provinsi Banten 2005  (CD) 

７． ボジョネガラが所在する Serang 県内に生息する動植物リスト （A４ 15 頁） 

 

■日時：2009 年 12 月４日 14:20-14:40 

■面談場所：SARI PAN PACIFIC ロビー 

■面談相手：Mr. Momon Rival (Assistant Deputy of Non Regional Revenues   

and Expenditures Budget, Regional Development Planning Agency of West Java) 

■面談者及び同行者：工藤直樹(港湾計画)  

■主な議題：チラマヤ新港計画 

 

新港計画 

 調査団より、本格調査の内容とスキーム、F/S 調査へ至るプロセスを簡潔に説明した。 

 チラマヤ港は、西ジャワ州全体のインフラを含む産業開発 M/P の一環である。 

 計画諸元は、水深:-13m、岸壁延長:3400m、ヤード面積:250ha である。計画諸元とヤード

レイアウトを想定している段階で、測量、環境調査、コスト算定、資金調達計画はこれか

らである。 

 

（入手資料） 

 チラマヤ港プレゼン資料 

 全州インフラ開発計画概要図 

 

■日時：2009 年 12 月７日 16:15～17:15 

■場所 JETRO ジャカルタ事務所所長 

■面談相手：JETRO 中山所長（METI からの出向）、松井次長 

■面談者及び同行者 JICA 事前調査団（三宅団長、岡村団員、井上） 

１．先方の発言概要 

○ユドルノ２次政権が発足。政権発足後優先施策を取りまとめた「100 日プログラム」が先月 19 日

に発表されたが、Tanjung Priok 港の案件が入っていなかった。本邦関係者からも「何故かな」と

いう声を聞いた。自分（中山所長）もそう思っている（Tanjung Priok の改善の重要性は誰の目に

も明らかだから敢えてプランに入れていないのか、それとも別の背景があるのか分かりかねる） 
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○大臣人事では、37 の閣僚ポストのうち、20 を党関係者が占めている。ワヒド大統領時代かどこか

分からないか、この割合は過去最高ということで、マスコミ関係から批判がある。有識者、テクノ

クラート登用枠を少しでも拡げるべく、５の副大臣ポストを新設。運輸省にも外島（ジャワ以外）

の港湾開発担当としてバンバン副大臣が着任している。何故、ジャワ島の港湾開発が敢えて所掌か

ら外されている理由は分かりかねる。 

○港湾開発の M/P を作ってほしいと言っているのは誰か、それを決定する権限なり主体はどこで、

どのように決定されるのか、掴みかねている状況。分かったら是非教えてほしいと思っている。報

告書のコピーも是非手交頂きたい。 

○ブカシ近傍において港湾開発を行う構想を有する本邦企業がある。当該企業は当該計画を自画自賛

しているきらいもあるが、他の日系企業がそれを望んでいるとは明確に聞いたことがないし、コン

センサスが得られている、とも聞いたことがない。聞き及んだ範囲では、一般的に東部の港湾開発

が有難いという気持ちがある、という程度と認識している。 

○本プロジェクトは経済産業本省（資金協力課）も注目していると聞いている。 

○日本型 PPP とは何か、を考えたとき、Hard の借款をつけるときに、その条件として Soft の独占運

営権を得る、ということなのか、と個人的に捉えている。 

○本邦企業のリーマン危機による影響については、ほぼ危機前の生産水準に戻ってきた、と認識。自

動車、家電など耐久消費財の生産については「イ」国民が好むようなデザインのもの（例えばブラ

ウンの脇に大きなスピーカーをつけたテレビ。軽量高性能のものよりも好まれている）や、税制の

面で有利なモデル（税を考慮するとセダンよりミニバンの方が安い）を、内需狙いで敢えて生産さ

れている部分もある。ジャカルタを国際市場向けの生産拠点としているのか、内需を当て込んだ生

産拠点としているのか、については業種ごと、企業ごとにその戦略は異なる。 

○ジャカルタへの本邦企業の投資はここ５年間では、ニューカマーは殆んどいない。部品のサプライ

ヤーが進出してきた程度。トヨタやヤマハでは、現地部品調達率が８割を越えているといっている

が、それは１次の差プライヤーの話。１次の部品サプライヤーが更に細かい部品を現地から調達し

ているのか、海外から調達しているのか、は分からない。 

○ジャカルタは市内交通の渋滞がひどすぎて、ビジネスの諸活動の効率が悪い。ジャストインタイム

といった生産管理が機能する余地がない状況。 

○RORO 航路が就航していないということで、外島に耐久消費財を輸送すると必ず商品に傷がつく、

という話を聞く。ただし、その程度が深刻なものか、日本の商品管理のスタンダードに合致しない

だけであって「イ」国民がさして気にしない程度のものなのかは分からない。 

○ジャカルタでビジネスを展開する際の問題点として、本邦企業からは、①法令適用の不透明さ、②

インフラの不足、③労働法（被雇用者にとって極めて優しい）、④関税・課税の問題（徴税部局の

ノルマが厳しく、後で訴訟で負けようとも見かけの税収を増やそうと税法を厳しく解釈するきらい

がある。汚職はなくなってきたが。）について、意見をよく聞く。 

 

（以上） 
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BINA MARGA（公共事業省道路総局）派遣 常岡専門家からのヒアリング（メモ） 

■日時：2009 年 12 月 14 日（月）10:00-10:30 

■場所：BINA MARGA 常岡専門家執務室 

■面談相手：BINA MARGA 常岡専門家（国土交通省道路局派遣） 

■面談者：JICA 調査団 工藤団員、川田団員、井上 

■収集資料：RENCTRA（次期５ヵ年計画）のドラフト（冊子）、マルンダ工業地帯開発に関する KBN

作成パンフレット（工藤団員が所持） 

 

概要（※下記の記載は必ずしも発言順でない） 

 ○道路整備については、現在、次期５ヵ年計画（目標年次 2014 年、レンストラ RENCTRA）の draft 

final が出来た段階。バペナスが策定している RPGM に倣い、各省別にそれぞれ５ヵ年計画を策

定している。次期５ヵ年は 800km の整備が計画に記載されることになるだろう。但し、これが

全部整備されるわけでなく、実際のところ 200km 位の実績に留まるのではないか、と見ている。

前計画(2005-2009)では 1400km の整備が計画されていたが、インフラサミットの開催毎に計画

が縮小していき、最終的な実績は 100km 程度に留まった。 

 ○RENCTRAに個別路線は記載されない見込み。ジャカルタ第二外環状道路（Tanjung Priok-Cibitung

間）はトランス・ジャワ構想の一環として当然意識されているだろうが、当該道路の整備が計画

に明示的に記載されるわけではない。インドネシアの有料道路は原則 BOT 方式で整備されるが、

マレーシアの MTD が当該道路の整備を落札した。当初テンダーに出されたのは、チカラン‐タ

ンジュンプリオク港間であったが、現在はチビトン Cibitung－タンジュンプリオク港間に計画が

変更されている。道路 BOT 全般としては現在不調。これまでテンダーを出してきたが、Batch

１（2005 年 10 月実施。チカラン‐タンジュンプリオク港間第二外環状道路（当時、以降チビト

ン‐タンジュンプリオク港間に変更）を含む。）では６件のテンダーに対し応札者４、Batch２で

は13件のテンダーに対し応札者４等といずれも不調。これまで４回の Batch を経ているが、Batch

５をいつ実施するか予定が立っていない状況。 

 ○Marunda 港の開発は DKI ジャカルタが熱心。候補地背後の用地は KBN と呼ばれる公営企業が保

有。KBN は当初、国 87.7％、DKI13.3％の割合で出資されたが、現在は DKI が過半数の株式を

所持。当該開発に関心があるなら、DKI からヒアリングを行った方が良い。タンジュンプリオク

港‐マルンダ港の国道は、橋梁の床板が時々抜けることがあり、その都度予算計上して修復工事

を行っており、問題。 

 ○タンジュンプリオク港近傍の有料道路工事（円借款）は、250 億程コストオーバーしてしまい、

３期目の L/A 締結に向けた準備を行っているところ。完成年度の見通しは立っていない。 

 ○ジャカルタ‐チカンペック有料道路のジャカルタ側の本線料金所は、現在 Pondok Gude（内環状

線と外環状線の間）に設けられており、ゲート数 19 で稼動しているが、第二外環状線の整備等

を見込んで、その位置をチビトン‐チカランの間（起点から 28km 地点）に移設する事業に着手

しており、ゲート数は 38 に増設される。ゲートの両端部分からチカラン・ドライポートに直接

至るアクセス道路整備の計画もあり、西ジャワ州、公共事業省、MM21 等の工業団地等が MOM

を既に締結している。アクセス道路は一般道路として整備され、ジャボベカ工業団地の構内道路

を一部使用する予定。 

 ○(DGLT の所掌事務について当方より訊ねたところ、)公物管理・公物警察という観点では、日本
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と比較して DGLT が所掌する事務の範囲は広い。公物管理という観点では、日常の維持管理（例

えば、白線のマーキングのやり直し等）や重さ道路の指定（どの道路で何 t までの車両通行を認

めるかの決定権限）は DGLT の所掌となり、BINA MARGA が関与するのは、道路の新設・改修

といった場合に限られる。公物警察という観点では、信号の現示等を DGLT が所掌している。 

（以上） 
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